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ベトナムの WTO 加盟について

１９９５年から実施されてきたベトナムの WTO 加盟に関する一連の作業が終了し、１１月７
日（火）に開催された WTO 一般理事会において、ベトナムの WTO 加盟承認がなされた。
その後、ベトナムによるＷＴＯ加盟議定書の批准手続きが終了し、受諾書が WTO 事務局

に受理されたため、（受理から後３０日後の）明年１月１１日にベトナムが１５０番目のＷＴＯ加
盟国となることとなった1。この結果、ベトナムにおける海運に関する市場アクセス等が大幅に改
善される。主な内容は次の通り。

現行 ベトナム WTO 加盟後

外航海運サービス
市場アクセス

約束しない
（自国籍船優遇措置、将来
の規制強化等があり得る）

貨物輸送について制限しない
（海上貨物輸送に関し、無差別で自由な
アクセスを将来にわたり保障）

外航海運に従事
する現地法人の
設立

約束しない
（同上。ただし、日本の場合
は、日越投資協定に基づき、
本邦資本比率４９％の合弁
企業でのサービス提供が認め
られている。）

・ 加盟時に５１%外資の合弁企業の設立
認可（５社に限定）

・ ２年毎に合弁企業の数を３社追加
・ 加盟５年後に外資制限、合弁企業数
制限を撤廃（１００%外資可）

港湾サービスの利
用アクセス

約束しない（差別的な措置
等があり得る）

合理的かつ無差別な条件で利用可能

その他（最恵国待
遇免除登録）

ベトナムと二国間での合意がなされれば、
例外的に、外資１００％の現地法人を５
年を待たずに設置することが可能

1 参考UTL： http://www.wto.org/english/thewto_e/acc_e/a1_vietnam_e.htm
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